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今月のひとコマ

きゃどっこ音頭にヤートセ
夏の大イベント　きゃどっこまつり
8月15日に行われた五城目の夏の大イベント、きゃどっこ
まつり。イベント会場の馬城橋では、幼稚園・保育園のお
ともだちによるきゃどっこ音頭や、五城目夢舞明人の熱い
舞が繰り広げられました。（関連記事は4・5㌻に掲載）
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広
報
連
載
150
回
記
念

大石　清美（おおいし・きよみ）さん
下山内出身

河辺町で印刷のお仕事をしながらラジオ
番組にもレギュラー出演されています。

平成８年４月号からスタートした広報
ごじょうめの人気コーナー「なつかしの
ごじょうめのわらしだ」が、今月号でめ
でたく150回目の掲載を迎えました。
昔懐かしい子どもたちの遊びやおも

ちゃ、駄菓子屋で売っていたお菓子や食
べ物、そして稲刈りやお祭りなどの古い
風習などが、楽しい漫画と五城目弁で描
かれる「ごじょうめのわらしだ」。
当時を知る人たちにとっては、忘れか

けていた懐かしい思い出をよみがえらせ
てくれ、若い人たちにとっては、自分の
知らない昔の五城目へ連れて行ってくれ
る。作者の大石清美さんがいつも楽しい
話題を提供してくれるこのコーナーは、
広報が配布される町内だけでなく、県内
外でも大人気です。

八
月
九
日
か
ら
十
七
日
ま
で
の
九
日
間
、

五
城
館
に
お
い
て
広
報
連
載
百
五
十
回
を
記

念
し
た
「
ご
じ
ょ
う
め
の
わ
ら
し
だ
色
紙
原

画
展
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
五
城
館
二
階
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
に
は
、
大
石
清
美
さ
ん
の
子
ど
も
時
代

で
あ
る
、
昭
和
三
十
年
代
の
五
城
目
の
様
子

が
描
か
れ
た
カ
ラ
ー
原
画
約
百
二
十
点
が
、

季
節
ご
と
に
分
け
て
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

期
間
中
は
、
町
内
外
や
お
盆
で
帰
省
さ
れ

た
方
な
ど
約
八
百
人
が
会
場
を
訪
れ
、
独
特

の
丸
み
を
帯
び
た
タ
ッ
チ
で
描
か
れ
た
イ
ラ

ス
ト
の
数
々
を
、
自
分
の
記
憶
に
重
ね
て
笑

み
を
う
か
べ
た
り
懐
か
し
ん
だ
り
し
な
が

ら
、
じ
っ
く
り
と
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

大
盛
況
！

が

連載150回を迎えました!
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映
画「
釣
り
キ
チ
三
平
」

五
城
目
町
で
の
撮
影
が
終
了

八
月
十
日
か
ら
十
九
日
ま
で
の

十
日
間
、
馬
場
目
の
北
ノ
又
集
落

や
デ
ロ
杉
流
域
の
ネ
コ
バ
リ
岩
な

ど
で
、
映
画
「
釣
り
キ
チ
三
平
」

の
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

映
画
「
釣
り
キ
チ
三
平
」
は
、

県
出
身
の
漫
画
家
、
矢
口
高
雄
さ

ん
の
原
作
で
、
麦
わ
ら
帽
子
が
ト

レ
ー
ド
マ
ー
ク
の
天
才
釣
り
キ
チ

少
年
、
三み

ひ

ら平
三さ

ん
ぺ
い平

く
ん
が
様
々
な
魚

に
挑
ん
で
い
く
、

名
作
釣
り
漫
画
で

す
。五

城
目
町
は
ネ

コ
バ
リ
岩
周
辺
の

美
し
い
渓
流
、
そ

し
て
北
ノ
又
集
落

の
茅か

や

ぶ
き
民
家
が

三
平
く
ん
の
家
と

し
て
撮
影
場
所
に

選
ば
れ
、
期
間
中

は
約
百
人
の
関
係

者
で
、
家
の
中
の

シ
ー
ン
な
ど
が
撮

影
さ
れ
ま
し
た
。

町
で
は
撮
影
初

日
に
「
だ
ま
こ
も

ち
」
で
関
係
者
を

お
も
て
な
し
し
た
ほ
か
、
八
月
十

五
日
に
は
原
作
者
の
矢
口
高
雄
さ

ん
が
現
場
を
訪
れ
、
関
係
者
を
激

励
し
ま
し
た
。

映
画
「
釣
り
キ
チ
三
平
」
は
、

来
春
公
開
予
定
と
な
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。
撮
影
に
協
力
し
て
い
た

だ
い
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

▼抽選結果
【色 　 紙】　□□　□□さん（秋　田　市）
【う ち わ】　□□□□□さん（大　　川）
【ポストカード】　□□　□□さん（秋　田　市）
【カ レ ン ダ ー】　□□　□□さん（横　浜　市）
【手 ぬ ぐ い】　□□　□□さん（いわき市）

おめでとうございます！

▼人気投票結果
原画展では、色紙の人気投票も実施しました。特に人

気のあった作品は、以下のとおりです。
　第１位　「か 　 　 や」
 　　　　　　夏の夜、寝室に吊るした「かや」とホタル
　第２位　「夕やけ小やけ」
　　　　　 　秋の夕暮れ、お使いの帰り道とあかね色に

染まる空
　第３位　「吹

ふ ぎ

雪 の 日」
 　　　　　 　冬の集団登校、吹雪から体を張ってみんな

を守る上級生

人気投票をしてくれた
人の中から５人の方へ
大石さんのオリジナルグッズを
プレゼント

「
こ
れ
ほ
ど
長
く
続
く
と
は
お

も
わ
な
か
っ
た
。
読
者
か
ら
声
を

掛
け
て
も
ら
う
の
が
何
よ
り
励
み

に
な
る
」
と
語
っ
て
く
れ
た
大
石

さ
ん
。
今
回
の
展
示
会
で
は
、
人

気
投
票
の
用
紙
に
も
た
く
さ
ん
の

感
想
を
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
会
場

で
も
来
場
者
に
声
を
掛
け
な
が

ら
、
色
々
な
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ

い
た
そ
う
で
す
。

「
楽
し
み
な
が
ら
こ
こ
ま
で
き

た
。
ま
だ
ま
だ
書
き
た
い
テ
ー
マ

は
た
く
さ
ん
あ
る
」
と
、
意
欲
も

た
っ
ぷ
り
。
次
は
二
百
回
目
の
掲

載
を
目
指
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら

も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

撮影が終了し、皆さんで記念写真
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夏
の
大
イ
ベ
ン
ト
、

き
ゃ
ど
っ
こ
ま
つ
り
、
全
町
盆
踊
り
大
会
、

そ
し
て
成
人
式
が
開
催
さ
れ
、

８
月
15
日
は
町
が
大
い
に
に
ぎ
わ
い
ま
し
た

今
年
で
二
十
一
回
目
と

な
っ
た
夏
の
大
イ
ベ
ン
ト

「
き
ゃ
ど
っ
こ
ま
つ
り
」

が
八
月
十
五
日
、
中
央
線

馬
城
橋
周
辺
を
会
場
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
つ
り
は
午
前
十
一
時

三
十
分
に
五
城
目
第
一
中

学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演

奏
会
で
ス
タ
ー
ト

し
、
会
場
の
各
所

で
お
な
じ
み
と

な
っ
た
魚
の
つ
か

み
ど
り
や
ス
ト

リ
ー
ト
バ
ス
ケ
ッ

ト
大
会
、
路
上
ダ

ン
ス
シ
ョ
ー
が
行

わ
れ
、
多
く
の
来

場
者
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
は

千
代
田
区
か
ら
石

川
区
長
、
髙
山
議

長
が
来
町
さ
れ
、

会
場
で
渡
邉
町
長

へ
打
ち
上
げ
花
火

の
協
賛
金
を
手
渡

す
と
と
も
に
、
成
人
式
や
全
町

盆
踊
り
大
会
な
ど
に
も
出
席
さ

れ
ま
し
た
。

そ
し
て
午
後
九
時
か
ら
光
の

パ
レ
ー
ド
を
開
始
。
最
後
に
千

代
田
区
や
ま
ち
み
ら
い
千
代
田

か
ら
協
賛
い
た
だ
い
た
打
ち
上

げ
花
火
が
上
が
り
、
夏
の
大
イ

ベ
ン
ト
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

夏の大イベント
「きゃどっこまつり2008」

8月15日　夏の思い出

千代田区の石川区長から
協賛金を受け取る渡邉町長

五城目天翔太鼓の皆さん 山内番楽による「鞍
くらま
馬」



誓
い
の
言
葉
を
述
べ
る

□
□
□
さ
ん（
湯
ノ
又
）と
□
□
さ
ん（
下
山
内
）
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ま
つ
り
を
彩
る

光
の
バ
レ
ー
ド

千
代
田
区
の
皆
さ
ん
に
よ
る 

コ
ー
ナ
ー
は
開
始
か
ら
大
人
気

新成人の皆さん

八
月
十
五
日
、
き
ゃ
ど
っ
こ

ま
つ
り
会
場
内
で
午
後
七
時
か

ら
全
町
盆
踊
り
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
盆
踊
り
に
は
企
業

や
町
内
会
の
皆
さ
ん
な
ど
四
百

六
十
七
人
が
参
加
。
七
夕
ま
つ

り
の
絵
灯
ろ
う
が
設
置
さ
れ
た

華
や
か
な
会
場
で
、
参
加
者
は

美
し
い
着
物
や
ユ
ニ
ー
ク
な
衣

装
な
ど
を
身
に
ま
と
い
、
会
場

い
っ
ぱ
い
に
踊
り
の
輪
を
広
げ
、

訪
れ
た
見
物
客
を
魅
了
し
ま
し

た
。

全町盆踊り大会結果
　個人の部
優　勝／ 浅野れい子さん　ほか２名
準優勝／畑町有志（代表　渡辺政子さん）
第３位／ 生涯学習奨励員協議会

（代表　猿田洋子さん）
　一般団体の部
優　勝／ 町婦人会
準優勝／雀舘町内さくらの会
第３位／田町町内会
　職場団体の部
優　勝／秋田ホーセ㈱
準優勝／ＪＡあきた湖東
第３位／湖東総合病院
　特別賞（五城目町）／ふるさと五城目会
　特別賞（千代田区）／広青苑・森山荘
　特別賞（実行委員会）
　　　　／ 町食生活改善推進協議会

新成人の皆さん
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115人が大海へ船出
平成20年度「新成人を祝うつどい」

八
月
十
五
日
、
町
民
セ

ン
タ
ー
で
「
新
成
人
を
祝

う
つ
ど
い
」
が
行
わ
れ
、

今
年
成
人
と
な
る
百
十
五

人
の
う
ち
、
八
十
七
人
が

出
席
し
成
人
を
祝
い
ま
し

た
。
つ
ど
い
は
実
行
委
員

長
の
□
□
□
□
さ
ん
（
矢

場
崎
）
の
開
式
の
こ
と
ば

で
幕
を
開
け
、
続
い
て
渡

邉
町
長
が
祝
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

そ
の
後
、
中
学
時
代
の

恩
師
で
あ
る
四
人
の
先
生
に
よ

る
ス
ピ
ー
チ
に
引
き
続
き
、
新

成
人
を
代
表
し
て
□
□
□
□
さ

ん
と
□
□
□
□
さ
ん
が
ス
テ
ー
ジ

に
上
が
り
、
渡
邉
町
長
に
力
強

く
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、式
典
終
了
後
に
は
、「
新

成
人
祝
い
隊
」
に
よ
る
町
内
の

商
店
か
ら
協
賛
い
た
だ
い
た
豪

華
賞
品
が
当
た
る
「
新
成
人
を

祝
う
イ
ベ
ン
ト
抽
選
会
」
が
行

わ
れ
、
新
成
人
の
皆
さ
ん
を
祝

福
し
ま
し
た
。

467人が大きな踊りの輪を広げる
「全町盆踊り大会」

会
場
を
清
掃
し
て
く
れ
た

剣
道
関
係
者
の
皆
さ
ん

ま
つ
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ

打
ち
上
げ
花
火

実
行
委
員
長
の　
　
　
　

□
□
さ
ん（
矢
場
崎
）



七
月
二
十
七
日
、

八
郎
潟
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
お
い
て
、

「
男
鹿
潟
上
南
秋
支
部

消
防
操
法
大
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
町
消

防
訓
練
大
会
で
優
勝

し
た
第
十
分
団
が
町
の
代
表
と

し
て
出
場
。
日
ご
ろ
鍛
え
ぬ
い

た
技
術
と
精
神
で
、
見
事
町
と

し
て
四
年
ぶ
り
と
な
る
優
勝
を

果
た
し
ま
し
た
。

第
十
分
団
の
皆
さ
ん
は
今
後
、

九
月
四
日
に
開
催
さ
れ
る
全
県

消
防
操
法
大
会
へ
、
支
部
の
代

表
と
し
て
出
場
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
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優
勝
し
た
第
10
分
団
の
皆
さ
ん

八
月
二
日
、
高
性
寺
に
お
い

て
「
御
詠
歌
と
舞
囃
子
の
夕
べ
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
悪
天
候
の
た
め
、
本

堂
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、

ろ
う
そ
く
の
や
わ
ら
か
い
灯
が

と
も
る
幻
想
的
な
雰
囲
気
の
中

で
披
露
さ
れ
た
幽
玄
な
舞
い
が
、

訪
れ
た
観
客
を
魅
了
し
て
い
ま

し
た
。

高
性
寺
本
堂
で
幽
玄
な
舞
を
披
露

御ご

え

い

か

詠
歌
と
舞ま

い
ば
や
し

囃
子
の
夕
べ

八
月
六
日
、
本
町
部
の
子
ど

も
た
ち
が
絵
灯
ろ
う
を
引
い
て

町
内
を
ね
り
歩
く
、「
本
町
部
七

夕
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
七
夕
に
は
九
台
の
絵

灯
ろ
う
が
参
加
し
、
か
け
声
に

合
わ
せ
町
内
を
巡
る
灯
ろ
う
は
、

ろ
う
そ
く
の
炎
に
照
ら
さ
れ
、

暗
い
夜
道
に
美
し
い
姿
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。

夜
道
に
映
え
る
手
作
り
の
絵
灯
ろ
う

本
町
部
七
夕
ま
つ
り

審　査　結　果

▼総合の部
　七 夕 賞　紀久栄町
　天 の 川 賞　東磯ノ目
　ひこぼし賞　畑　　町
　おりひめ賞　五城目幼稚園
　流 れ 星 賞　新町・一番町・古川町

▼絵灯ろうの部
　優 秀 賞　東磯ノ目

▼歌・太鼓・行進の部
　優 秀 賞　畑　　町

第
10
分
団
が
見
事
優
勝
！

男
鹿
潟
上
南
秋
支
部
消
防
操
法
大
会

八
月
十
九
日
、
町
民
セ
ン
タ
ー

で
「
町
戦
没
者
追
悼
式
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

戦
後
六
十
三
年
を
迎
え
た
今

年
は
、
町
内
か
ら
約
八
十
人
が

参
列
し
、
黙
と
う
の
後
五
百
三

十
七
柱
の
英
霊
に
献
花
を
さ
さ

げ
、
戦
没
者
の
め
い
福
を
祈
る

と
と
も
に
、
世
界
の
平
和
を
あ

ら
た
め
て
誓
い
合
い
ま
し
た
。

英
霊
に
平
和
を
誓
う

町
戦
没
者
追
悼
式

献
花
を
さ
さ
げ
る
渡
邉
町
長

紀
久
栄
町
の
子
ど
も
た
ち
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八
月
十
四
日
、
馬
場
目
地
区

で
「
馬
場
目
地
区
町
内
対
抗
駅

伝
大
会
」
と
「
馬
場
目
川
清
流

駅
伝
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。大

会
に
は
馬
場
目
地
区
四

チ
ー
ム
と
一
般
一
チ
ー
ム
が
参

加
。
時
お
り
強
い
雨
が
降
る
あ

い
に
く
の
天
気
と
な
り
ま
し
た

が
、
約
八
・
七
㌔
の
コ
ー
ス
を

老
若
男
女
七
人
が
タ
ス
キ
で
つ

な
ぎ
、
鍛
え
ら
れ
た
脚
力
を
競

い
合
い
ま
し
た
。

馬
場
目
地
区
で
恒
例
の
駅
伝
大
会

町
村
チ
ー
ム
が
二
年
連
続
の
優
勝

大　会　結　果

▼町内対抗
　優　勝　町村チーム
　準優勝　寺庭チーム
　第３位　水沢チーム

八
月
二
十
二
日
、
広
青
苑
駐

車
場
に
お
い
て
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
広
青
苑
と
森
山
荘
の
合

同
夏
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
両

施
設
の
入
居
者
と
そ
の
ご
家
族

や
地
域
の
人
々
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

ま
つ
り
で
は
、
盆
踊
り
や
く

じ
引
き
大
会
な
ど
職
員
の
手
作

り
に
よ
る
心
の
こ
も
っ
た
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
多
く

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が

協
力
し
て
く
れ
た
バ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ナ
ー
や
バ
ザ
ー
も
大
盛
況
。

会
場
に
は
、
参
加
者
の
皆
さ
ん

の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

入
居
者
と
地
域
の
人
々
が
交
流
を
深
め
る

第
４
回
広
青
苑
・
森
山
荘
合
同
夏
ま
つ
り

優
勝
し
た
築
地
町
若
者
会
の
皆
さ
ん

八
月
二
十
四
日
、
河
川
浄
化

と
八
郎
湖
の
汚
だ
く
防
止
を
呼

び
か
け
な
が
ら
自
作
の
イ
カ
ダ

で
馬
場
目
川
を
下
る
「
第
二
十

七
回
馬
場
目
川
川
下

り
大
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

今
大
会
に
は
町

内
外
か
ら
七
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
川
下
り

の
ス
ピ
ー
ド
や
標
語

の
う
ま
さ
、
飾
り
付

け
の
ア
イ
デ
ア
性
を

競
い
合
い
ま
し
た
。。

　

■
上
位
の
結
果

優　

勝　

築
地
町
若
者
会

準
優
勝　

セ
コ
ー
ズ

第
３
位　

白
鳥
大
魔
王

築
地
町
の
皆
さ
ん
が
見
事
二
連
覇
！

馬
場
目
川
川
下
り
大
会

七
月
二
十
九
日
か
ら
三
十
一

日
ま
で
の
三
日
間
、
金
足
農
業

高
校
環
境
土
木
科
二
年
生
の
□

□
□
□
□
さ
ん
（
新
畑
町
）
と

□
□
□
□
さ
ん
（
石
崎
）
が
、

役
場
建
設
課
で
の
就
業
体
験
を

行
い
ま
し
た
。

□
□
□
さ
ん
は
、
土
木
関
連

の
大
学
へ
の
進
学
を
、
□
□
さ

ん
は
公
務
員
へ
の
就
職
を
目
指

し
て
い
る
そ
う
で
す
。

三
日
間
の
就
業
体
験
で
は
、

工
事
現
場
で
の
測
量
や
水
道

メ
ー
タ
ー
の
検
針
な
ど
を
行
い
、

「
学
校
で
は
習
わ
な
い
こ
と
も
あ

り
、
貴
重
な
体
験
が
で
き
た
」

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
八
月
十
九
日
に
は
、

五
城
目
高
校
三
年
生
の
□
□
□

□
さ
ん
（
男
鹿
市
）
が
、
五
城

目
消
防
署
で
の
就
業
体
験
を
行

い
ま
し
た
。

□
□
さ
ん
は
消
防
士
へ
の
就

職
を
目
指
し
て
い
る
そ
う
で
、

就
業
体
験
で
は
救
急
車
内
の
設

備
の
見
学
や
救
命
講
習
、
そ
し

て
消
防
車
に
乗
っ
て
町
内
の
警

戒
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

三
人
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら

も
夢
に
向
か
っ
て
が
ん
ば
っ
て

く
だ
さ
い
。

夢
に
向
か
っ
て
体
験
学
習
！

高
校
生
が
就
業
体
験

優
勝
し
た
町
村
町
内
会
の
選
手



９月10日㈬の「世界自殺予防デー」にちなんで、毎年その日
から１週間を自殺予防週間として、国や地方公共団体が連携して
啓発活動に取り組むことになりました。取り組みのきっかけとし
て、自殺の原因・動機を見てみると……

平成19年 自 営 業 勤 め 人

自殺の原因・動機
１ 経 済 ・ 生 活 健 康 問 題
２ 健 康 問 題 経 済 ・ 生 活
３ 家 庭 問 題 勤 務 問 題

※警察庁・自殺実態白書より

近年の特徴として、経済・生活を苦に自殺される方では、多重
債務が原因として多いことが分かっています。また、健康の問題
で働けず、借金から経済苦に陥る例もあります。
勇気を持って専門機関に相談することで、守れる命があるんで

すね。
●サラ金・クレジット相談センター（☎896・5599）

町民福祉課　保健師

健康・子育てお助け情報健康・子育てお助け情報
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ね
た
き
り
高
齢
者
等
介
護

慰
労
金
支
給
制
度
の
お
知
ら
せ

町
で
は
、
ね
た
き
り
高
齢
者
ま
た
は
認

知
症
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族
に
、

介
護
慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。

▼
対　

象

　

 

在
宅
で
月
十
五
日
以
上
介
護
し
て
い

る
、
五
城
目
町
に
住
所
を
有
す
る
家
族

の
方
で
、
介
護
を
受
け
て
い
る
方
が
次

の
場
合
。

　

❶ 

六
十
五
歳
以
上
で
要
介
護
４
ま
た
は

５
と
認
定
さ
れ
て
い
る
。

　

❷ 

六
十
五
歳
以
上
で
「
認
知
症
高
齢
者

の
日
常
生
活
自
立
度
基
準
」
の
ラ
ン

ク
Ⅱ
ａ
以
上
の
状
態
で
あ
る
。

※ 

す
で
に
申
し
込
ん
で
い
る
方
は
、
手
続

き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※ 

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
民

福
祉
課
福
祉
保
健
係
（
☎
８
５
２
・
５

１
０
７
）
ま
で

こころはればれ
通信　Vol.25

□□　□□ちゃん
（築地町）

□□　　□ちゃん
（舘　越）

　□□　□□くん
（広ヶ野）

□□　□□ちゃん
（小野台）

□□　□□ちゃん
（紀久栄町）

□□　□□くん
（岡本一区）

元気な歯っていいね！
３歳児歯科健康診査
虫歯ゼロ（８月１２日健診）

『三つ子の魂百まで・・・』といわれますが、
３歳は心身の発達上、節目となり極めて重要です。
この時期に乳歯の歯列はほぼ完成するので、家

族みんなで協力しあい、正しい歯の健康維持につ
いて基本を身につけましょう。

９月10日㈬は「世界自殺予防デー」



♦90歳を迎えられた方（8月20日現在）　8月15日　□□□□□さん（大川１区） 

子育てのこと、お子さんの健康
のことなどについて、保育士や同
じ子育て中の皆さんとお話してみ
ませんか。
気軽に遊びに来てください。▲

９月４日㈭、５日㈮
　雀館運動公園
　（雨天の場合、もりやまこども園）▲

９月26日㈮
　富津内地区公民館
※ いずれの日も、午前９時30分
から午前11時30分まで
※ お問い合わせは、五城目保育園
（☎852・3805）まで

五城目幼稚園の「ちびっこ広場」
に遊びにきてください。▲

対　象　 町内に住む保育園・幼
稚園入園前の幼児とそ
の保護者▲

内　容　 運動会への参加（ち
びっこ広場参加者の種
目もあります）や在園
児への応援など。賞品
もあります。▲

開催日　９月20日㈯
午前９時30分～午前11時30分

※ お問い合わせは、五城目幼稚園
（☎852・3421）まで

健健 診・診・予 防 接 種予 防 接 種
お知らせカレンダーお知らせカレンダー
健 診・予 防 接 種
お知らせカレンダー9月
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■　健　　診　■
16日　乳児健康診査
対象　平成20年５月生まれ

12時40分～13時
　平成19年11月
　平成20年２月生まれ

13時15分～13時30分
場所　役場１階保健室
※４か月児のみＢＣＧ予防接種

25日　2歳児歯科健康診査
対象　平成18年1月、2月生まれ
受付　12時40分～13時10分
場所　役場１階保健室

■　そ の 他　■
8日・22日　母子手帳交付・妊婦相談
受付　９時～15時
場所　町民福祉課

12日　離乳食づくり教室
対象　対象者には通知済みです
受付　10時～12時
場所　ケアセンター五城目

遊びに
　　おい

でよ

もりやまこども園
「わんぱーく」を
開催します

遊びに来てね！

「ちびっこ広場」で
遊びませんか

町民福祉課福祉保健係
☎８５２・５１８０

テレビが大好き

□□□□□さん（大川１区）

「
メ
ロ
ド
ラ
マ
は

嫌
い
。
主
に
ニ
ュ
ー

ス
な
ど
を
見
て
い

る
。」
と
語
っ
て
く

れ
た
□
□
□
さ
ん
。

テ
レ
ビ
が
大
好
き

で
、
毎
朝
新
聞
を

読
ん
で
一
日
の
番

組
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
か
ら
、
テ
レ
ビ

を
見
始
め
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
週
に
二
回
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
、

お
友
だ
ち
と
会
っ
て
話
し
た
り
、
体
操
や
ゲ
ー

ム
を
し
た
り
す
る
の
も
楽
し
み
の
一
つ
と
の

こ
と
。「
ゲ
ー
ム
な
ど
で
勝
負
に
こ
だ
わ
り
は

な
い
つ
も
り
で
も
、
優
勝
す
る
と
や
っ
ぱ
り

う
れ
し
い
」
と
、元
気
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ご
自
分
で
「
気
丈
な
性
格
」
と
話
さ
れ
な

が
ら
、「
こ
こ
ま
で
来
れ
た
の
は
家
族
の
支
え

が
あ
っ
て
こ
そ
。
感
謝
し
て
い
る
。」
と
何
度

も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
□
□
□
さ
ん
。
こ
れ

か
ら
も
お
元
気
で
。

町で90歳を迎えられた方をご紹介します

♦90歳を迎えられた方（8月20日現在） 8月15日　□□□□

町で90歳を迎えられた方をご紹介します元気に長生き！ ※ 掲載を希望しない方は、
　 お祝いに伺う際にお知らせください。



校
舎
完
成
予
定
日
ま
で
あ
と

193
日
・
進
ち
ょ
く
率

54
％

全国大会で大健闘！　五一中男子卓球部

校
舎
完
成
予
定
日
ま
で
あ
と

193
日
・
進
ち
ょ
く
率

54
％

「森山仰ぐ　光と風と緑の学び舎」

五城目第一中学校建設工事が進行中！
校舎外観の仕上がりはこんな感じです

新
校
舎
の
外
壁
は
、
外※

注

断
熱
工
法
を
使
っ
て
い
ま
す
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
全
体
に
厚
さ
六
セ
ン
チ
の
発

砲
断
熱
材
（
下
地
）
を
張
っ
た
後
で
、
塗
り
壁
の
左
官

仕
上
げ
を
し
ま
す
。

９
月
１
日
現
在
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※
注　

外
断
熱
工
法

建
物
の
外
側
を
、
服
を
着
せ
る
よ
う
に
断
熱
材
で

く
る
む
工
法
で
す
。
外
側
を
断
熱
材
で
包
み
込
む
こ

と
か
ら
、
建
物
内
で
の
温
度
差
や
急
激
な
温
度
変
化

が
少
な
く
快
適
な
室
温
を
保
ち
、
夏
は
涼
し
く
、
冬

は
暖
か
く
過
ご
せ
ま
す
。
ま
た
、
省
エ
ネ
効
果
、
長

期
的
な
大
規
模
修
繕
費
用
の
大
幅
な
低
減
も
期
待
で

き
ま
す
。

➡➡

五
城
目
第
一
中
学
校
校

舎
建
設
工
事
は
、
屋
根
工
事

が
九
月
上
旬
に
完
了
す
る

見
込
み
で
、
外
壁
工
事
や
電

気
設
備
工
事
、
内
部
の
木
工

事
も
予
定
ど
お
り
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

外
壁
の
色
は
、
レ
ン
ガ

色
と
ク
リ
ー
ム
色
を
基
調

と
し
て
、
緑
豊
か
な
環
境
に

調
和
し
つ
つ
、
モ
ダ
ン
で
明

る
い
雰
囲
気
の
色
調
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
中
央
部
分

と
音
楽
室
の
ド
ー
ム
は
、
銀

色
に
な
り
ま
す
。

校舎内部の木工事も進行中です

発砲断熱材に接着剤を塗って…… コンクリートの壁に張り…… 外壁の下地が完成！

※校舎外観イメージ図



八
月
八
日
か
ら
十
日
ま
で
の
三
日

間
、
大
館
市
樹
海
体
育
館
で
開
催
さ
れ

た
東
北
中
学
校
卓
球
大
会
に
五
一
中

男
子
卓
球
部
の
皆
さ
ん
が
出
場
し
ま

し
た
。

団
体
の
部
で
は
、
予
選
リ
ー
グ
を
第

二
位
の
成
績
で
勝
ち
上
が
り
、
続
く
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
も
見
事
勝
利
を

あ
げ
、
全
国
大
会
へ
の
切
符
を
手
に
し

ま
し
た
。

ま
た
、
個
人
の
部
に
は
□
□
□
□
□

さ
ん
（
三
年
）、□
□
□
□
□
さ
ん
（
二

年
）、
□
□
□
□
さ
ん
（
一
年
）
の
三

人
が
出
場
。
そ
の
中
で
□
□
□
□
□
さ

ん
が
見
事
ベ
ス
ト
八
ま
で
勝
ち
上
が

り
、
こ
ち
ら
も
全
国
大
会
へ
の
出
場
を

勝
ち
取
り
ま
し
た
。

東
北
大
会
に
続
き
、
八
月
二
十
一
日

か
ら
二
十
四
日
に
か
け
て
福
井
県
敦

賀
市
で
開
催
さ
れ
た
「
全
国
中
学
校
卓

球
大
会
」
で
も
、
五
一
中
男
子
卓
球
部

は
大
健
闘
。
団
体
の
部
で
見
事
予
選

リ
ー
グ
を
勝
ち
上
が
り
、
全
国
優
秀
十

三
校
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

全国大会で大健闘！　五一中男子卓球部
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七
月
に
帰
国
さ
れ
た
コ
ー
リ
ー
先
生

に
代
わ
り
、
マ
リ
・
ク
リ
ス
マ
ス
先
生

（
ア
メ
リ
カ
出
身
）
が
町
の
外
国
語
指

導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
に
着
任
し
ま
し
た
。

〜
マ
リ
先
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜

五
城
目
に
来
て
ま
だ
一
か
月
で
す

が
、
自
然
が
と
て
も
き
れ
い
な
町
で
、

ま
た
皆
さ
ん
も
優
し
く
笑
顔
で
接
し
て

く
れ
、
本
当
に
こ
こ
に
来
れ
て
う
れ
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
一
生
懸
命
、
英
語
を
楽
し

く
教
え
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
し
、

皆
さ
ん
と
仲
良
く
な
れ
た
ら
と
思
い
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

外国語指導助手コーリーからマリへバトンタッチ！
よ
う
こ
そマリ

先
生

（
敬
称
略
）

東
北
中
学
校
総
合
体
育
大
会

◆
卓
球
男
子
団
体　

▼
第
３
位　

◆
卓
球
男
子
個
人　

▼
第
５
位　

□
□
□
□
□（
３
年
）　

◆
陸
上
男
子

個
人　

１
年
100
ｍ　

▼
第
６
位　

□
□
□
□

全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

秋
田
県
大
会

◆
中
学
校
小
編
成
の
部　

▼
金
賞

　

五
一
中
吹
奏
楽
部

男
鹿
潟
上
南
秋
柔
道
大
会

◆
男
子
団
体　

▼
優
勝　

五
一
中

柔
道
部

北
日
本
ブ
ロ
ッ
ク
卓
球
大
会

◆
男
子
個
人　

▼
第
３
位　

□
□

□
□（
馬
小
６
年
）

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

カ
ッ
プ
全
日
本
小
学
生
相
撲
優
勝

大
会
秋
田
県
予
選
会

◆
６
年
生
の
部　

▼
優
勝　

□
□

□
□（
五
小
）

第
７
回
潟
上
市
南
秋
田
郡
地
区
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
大
会

◆
野
球　

▼
準
優
勝　

五
城
目
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団

第
12
回
琴
丘
招
待

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

◆
女
子
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク　

▼
優
勝　

五
城
目
女
子
チ
ー
ム

野
馬
追
の
郷
ジ
ュ
ニ
ア
川
柳
大
会

▼
最
優
秀
賞　

□
□
□（
五
小
６
年
）、

□
□
□
□（
五
小
４
年
）　

▼
優
秀
賞

　

□
□
□
□
（
五
小
６
年
）
、□
□
□

（
五
小
４
年
）　

▼
あ
す
な
ろ
賞　

□

□
□
□（
五
小
５
年
）、□
□
□
□（
五
小

５
年
）

第
50
回
全
県
席
書
大
会

◆
硬
筆
の
部　

▼
銀
賞　

□
□
□

□
□（
五
小
２
年
）

郡
市
席
書
会

◆
金
賞　

□
□
□（
大
小
６
年
）、□
□

□（
大
小
５
年
）

～ プロフィール ～
名　　前
　 マリ　クリスマス
　（Mari　Christmas）

出　　身
　 アメリカ
　ノースカロライナ州

年　　齢
　22歳
趣　　味
　ジョギング
将来の夢
　  大学の先生

大　会　結　果（敬称略）

▼第38回東北中学校卓球大会
　団体　予選リーグＢブロック　　第２位
　　　　決勝トーナメント　　　　第３位
　個人　□□□□□（３年）　　　第５位
　　　　□□□□□（２年）　　　１回戦惜敗
　　　　□□　□□（１年）　　　２回戦惜敗

▼第39回全国中学校卓球大会
　団体　予選リーグＤブロック　　第１位
　　　　決勝トーナメント　　　　１回戦惜敗
　個人　□□□□□（３年）　　　１回戦惜敗

□□□□□さん（３年）
五一中卓球部キャプテン
個人戦でも全国大会に出場

「 全国大会では、初戦から厳しい戦い
だったが、みんなが一体となって団
体戦の予選を突破でき、とてもうれ
しい。中学校での卓球生活は、とて
も充実したもので、満足している。
高校でも卓球を続けて、全国トップ
を目指しがんばっていきたい。」



ごみを有効活用してCO2を削減
ペットボトルキャップをワクチンへ！
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農
林
水
産
省
が
今
年
度
公
募
し
た
「
農
山

漁
村
地
域
力
発
掘
支
援
モ
デ
ル
事
業
」
に
、

杉
沢
地
区
活
力
再
生
地
域
協
議
会
の
申
請
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
農
山
漁
村
の
活
性
化
と
自

立
に
向
け
た
取
り
組
み
や
活
動
に
対
し
て
、

国
が
今
年
度
よ
り
五
年
間
支
援
す
る
も
の

で
、
秋
田
県
で
は
三
地
域
協
議
会
が
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

同
地
域
に
お
い
て
は
、
清
流
の
会
が
既
に

県
が
公
募
し
た
「
秋
田
県
農
山
村
活
力
向
上

モ
デ
ル
事
業
」
に
採
択
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
後
両
モ
デ
ル
事
業
を
通
じ
て
地
域
振

興
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

杉
沢
地
区
活
力
再
生
地
域
協
議
会

の
設
立
総
会
を
開
催

八
月
一
日
、
教
育
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー
を

会
場
に
杉
沢
地
区
活
力
再
生
地
域
協
議
会
の

設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
農
林
水
産
省
の
モ
デ
ル
事
業
に

お
い
て
、
地
域
団
体
や
市
町
村
等
に
よ
る
地

域
協
議
会
の
設
立
が
採
択
要
件
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
恋
地
、
坊
井
地
、
杉
沢
、
合

地
の
四
町
内
か
ら
成
る
杉
沢
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
推
進
委
員
会
と
清
流
の
会
、
町
に
よ
る

地
域
協
議
会
が
設
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。

会
長
に
は
□
□
□
□
さ
ん
（
杉
沢
・
杉
沢

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
委
員
会
会
長
）
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
振
興
に
大
き
な
期
待　

杉
沢
地
区
活
力
再
生
地
域
協
議
会

農ふ

る

さ

と

山
漁
村
地
域
力
発
掘
支
援
モ
デ
ル
事
業
採
択
決
定！

モ デ ル 事 業 の イ メ ー ジ

杉 沢 地 区 活 力 再 生 地 域 協 議 会

杉沢地区コミュニティ推進委員会

清 流 の 会 五城目町（必須）

計画の策定
（初年度定額：上限100万円）

地域自らが目標を定め具体的な活動を決定
（ふるさとづくり計画）

５年間の実践活動
（毎年定額：上限200万円）

「農林漁業」に関連した農山漁村の伝統文化の保存・復活等に向けた活動

個性的で魅力ある地域固有の風景づくり等に向けた活動

古民家等の農山漁村にある地域資源を活用した村おこしに向けた活動

全国へ発信

持続可能で活力ある農山漁村の実現

国

直接支援

８月１日の設立総会の様子

杉沢地区活力再生
地 域 協 議 会

農
ふ る さ と

山漁村地域力
発掘支援モデル事業
⬇

平成20年度より
５年間

計画・活動の実践

清 流 の 会

秋田県農山村
活力向上モデル事業
⬇

平成20年度より
３年間

計画・活動の実践

地　域　振　興　へ　！
⬇　
⬇



後期高齢者医療制度の保険料は、これまで原則として
年金からの天引き（特別徴収）でしたが、10月からは被
保険者の世帯主または配偶者の口座から口座振替で納め
ることができるようになります。
また、65～74歳の方で国民健康保険税が年金から天

引き（特別徴収）される方も、同様に口座振替で納める
ことができるようになります。
それぞれの場合、社会保険料控除の適用者は次のとお

りです。

【納付方法】 【控除対象者】

特 別 徴 収 年金の受給者

口 座 振 替 口座の名義人

所得税・個人住民税の
社会保険料控除について

税に関するお問い合わせ　役場税務課（☎８５２・５１４４）

▼  75歳以上の方が後期高齢者医療制度、75歳未満の方
が国民健康保険（国保）に引き続き加入することにな
る世帯の場合。
　❶　国保税の軽減を受けている世帯
　　　・ 世帯構成や収入が変わらなければ、５年間今まで

と同じ軽減が受けられます。
　❷　国保の被保険者が１人となる場合
　　　・ 国保税の平等割が、５年間半額になります。

▼  75歳以上の方が会社などの健康保険から後期高齢者医
療制度に移行し、その被扶養者（65～74歳）が国保
に加入する場合
　　　・ 所得割、資産割が、２年間免除されます。
　　　・均等割が半額になります。
　　　・ 被保険者が１人の場合は均等割も半額になります。

国民健康保険税（国保税）のお知らせ

負担が急増しないための
軽減制度

ごみを有効活用してCO2を削減
ペットボトルキャップをワクチンへ！

ごみに関するお問い合わせ　役場町民福祉課（☎８５２・５１１２）

ペットボトルのキャップは、捨ててしまうとただの可
燃ごみですが、それを収集してワクチンに変え、発展途
上国の子どもたちに届けようという運動があります。
県内では、八郎潟町と井川町の女性が立ち上げた 「I　

LOVE　E＆C事務局」がその運動に取り組んでおり、800
個のキャップで１人分のポリオワクチンに変えることが
できるそうです。
現在、町内では「相談薬局ワイズファーマシー（紀久

栄町）」が事務局の活動に賛同してキャップの回収拠点に
登録しているほか、「イオンスーパーセンター五城目店」
でも独自に回収を行っています。

※ 運動の詳しい内容については、
　I　LOVE　E＆C事務局ホームページ
　（http://sky.geocities.jp/ekoakt/index.html）
　をご覧ください。
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五城目町民憲章
わたくしたちは郷土を愛し五城目町民であること
に誇りをもち、歴史と伝統をうけつぎ創造性ゆた
かな町をつくる願いをこめてこの憲章を定めます。

1、自然と親しみ美しい町をつくります
1、たがいに助けあい思いやりのある町をつくります
1、教育を進め文化の香り高い町をつくります
1、元気で働き活力に満ちた町をつくります
1、きまりを守り明るい町をつくります

 1 ／ 県市町村会館管理組合議会定
例会（秋田市）、町内会長会視察
研修意見交換（五城館）

 2 ／ 第１回町農業活性化促進会議
（役場）

 3 ／ 敬老福祉の集い（広域五城目体育館）、
金婚を祝う集い（町民センター）

 4 ／ 第25回国保杯ゲートボール大
会（スパーク五城目）、県消防操法
大会（由利本荘市）

 5 ／ 秋田県町村会理事会・行政視
察（三種町）

 6 ／ 千代田区・五城目町「住民交流
懇親会」（小倉温泉）

 7 ／全町体育祭（五小グラウンド）

 8 ／９月定例会（役場 ～19日）

町長の主な予定（9月） 町長交際費を公開します
町では、行政運営の一層の透明性を図り、町民に開かれた「誇りと信頼の

あるまちづくり」を進めるために、町長交際費の支出状況を公開します。

❖交際費の支出状況（７月）
分類 件数 内　　　　　　容 支 出 額
弔　費 1件 公職者等香典 10,000円
祝　費 1件 消防訓練大会優勝祝賀会 6,400円

会　費 5件

町青年会OB会総会時懇親会、町村長行政視察研修時懇親
会、あきしん五城目支店経済懇話会例会時懇親会、商工業等
振興に関する懇談会時懇親会、男鹿潟上南秋支部消防操法
大会第10分団祝勝会

34,000円

接　遇 2件 上京時お土産、県内市町村と首都圏企業との懇談会時お土産 18,750円

その他 7件

消防友の会懇親会、自衛隊五城目町協力会定期総会ならび
に父兄会合同研修、第19回秋田追分全国大会、県道秋田八郎
潟線道村・大川線改良整備促進期成同盟会通常総会、消防操
法大会出場第10分団激励、農業委員送別会および初顔合わ
せ懇親会、五城目町・八郎潟町県道整備促進期成同盟会総会

29,200円

合 計 16件 98,350円
平成20年４月～７月の合計 389,225円

※
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八
月
七
日
、
第
三
回
の
町
地
域
公
共
交
通
協
議

会
が
開
催
さ
れ
、
九
月
末
で
廃
止
さ
れ
る
馬
場
目

線
バ
ス
路
線
の
代
替
え
交
通
を
含
め
た
「
五
城
目

町
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
」
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

十
月
か
ら
は
、
馬
場
目
線
の
代
替
え
交
通
と
し

て
予
約
式
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
（
乗
車
定
員
九
人
）

を
運
行
し
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
を
し

て
い
く
予
定
で
す
。

【
予
約
式
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
概
要
】

▼
利
用
で
き
る
方
は
？

原
則
と
し
て
、
馬
場
目
地
区
・
舘
越
・
久
保

に
在
住
の
方
。

▼
利
用
に
は
？

利
用
登
録
と
、
乗
車
す
る
便
へ
の
電
話
予
約

が
必
要
で
す
。

登
録
料　

二
、〇
〇
〇
円

※
た
だ
し
、
同
価
格
の
乗
車
券
を
進
呈

▼
運
行
路
線
は
？

馬
場
目
地
区
（
北
ノ
又
）
〜

五
城
目
地
区
（
イ
オ
ン
）

※
各
地
区
内
の
移
動
も
可
能

▼
乗
降
場
所
は
？

・
馬
場
目
地
区　

自
宅
前
と
拠
点
施
設

・
五
城
目
地
区　

拠
点
施
設

※ 

対
象
地
区
の
皆
さ
ん
に
は
、
全
世
帯
へ
予
約
式

乗
合
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

配
布
し
ま
す
。

町
地
域
公
共
交
通
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

馬
場
目
線
の
代
替
え
交
通
と
し
て

「
予
約
式
乗
合
タ
クシ
ー
」を
承
認

お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
地
域
公
共
交
通
協
議
会
事
務
局

（
役
場
ま
ち
づ
く
り
課
内　

☎
８
５
２
・
５
３
６
１
）
ま
で

Vol.2

▼運行表（平日に５便を運行）　※予約の無い便は運休
イオン➡北ノ又
出発時間

北ノ又➡イオン
出発時間

1便 6時10分 6時50分
2便 7時50分 8時30分
3便 11時30分 12時30分
4便 15時00分 16時00分
5便 17時30分 18時30分

▼料　金

馬場目地区～
五城目地区 300円～600円

馬場目地区内 300円～600円

五城目地区内 200円



169

先
日
、
広
報
「
ご
じ
ょ
う
め
」
五
月
号
の

表
紙
を
見
た
瞬
間
、
驚
き
と
共
に
感
動
を
覚

え
た
。
そ
こ
に
は
、
我
が
母
校
で
あ
る
大
川

小
学
校
の
入
学
式
の
写
真
が
載
っ
て
い
た
。

そ
こ
に
写
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
生
き
生

き
と
し
て
純
じ
ゅ
ん
ぼ
く朴
な
姿
が
あ
ま
り
に
も
素
晴
ら

し
か
っ
た
か
ら
だ
。
時
代
が
変
わ
っ
て
、
校

舎
が
変
わ
っ
て
、
着
て
い
る
服
が
変
わ
っ
て
い

て
も
、
そ
の
写
真
か
ら
醸か
も

し
出
さ
れ
る
雰
囲

気
は
、
五
十
年
前
と
少
し
も
変
わ
っ
て
は
い

な
い
。
生
活
は
と
て
も
貧
し
か
っ
た
け
れ
ど
、

今
も
昔
も
、
五
城
目
の
子
ど
も
た
ち
は
大
切

に
育
て
ら
れ
て
い
る
ん
だ
な
と
い
う
郷
土
へ

の
誇
り
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
た
。

私
は
昭
和
四
十
九
年
三
月
、
故
郷
の
山
河

に
別
れ
を
告
げ
て
、
一
路
東
京
へ
向
か
っ
た
。

一
人
列
車
の
中
で
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
新
し

い
世
界
へ
の
期
待
と
不
安
を
胸
に
、
も
は
や

後
戻
り
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
世
界
へ
と
巣

立
っ
た
の
だ
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
が
昨
日
の

よ
う
に
思
い
出
さ
れ
る
。
腕
の
立
つ
エ
ン
ジ
ニ

ア
に
な
る
こ
と
を
夢
み
て
、
ア
ル
ミ
の
圧あ
つ
え
ん延

メ
ー
カ
ー
に
就
職
し
た
。
そ
の
後
、
や
は
り

教
員
こ
そ
が
我
が
道
な
り
と
決
意
し
、
さ
い

た
ま
市
内
の
中
学
校
に
勤
務
し
、
現
在
に
至
っ

て
い
る
。
五
城
目
の
地
で
学
ん
だ
こ
と
、
敬

愛
す
る
多
く
の
恩
師
に
出
会
っ
た
こ
と
、
そ

し
て
道
端
で
、
シ
ャ
ツ
を
直
し
た
り
鼻
水
を

拭
い
て
く
れ
た
村
の
オ
バ
サ
ン
た
ち
が
い
た

こ
と
等
、
全
て
の
こ
と
が
今
の
私
を
つ
く
っ
て

い
る
と
思
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
失
わ
れ
つ
つ

あ
る
日
本
の
良
さ
を
再
び
回
復
で
き
な
い
か

と
思
っ
て
い
る
の
だ
。

早
く
も
三
十
五
年
の
歳
月
が
た
っ
た
が
、

年
齢
と
共
に
望
郷
の
念
は
深
ま
っ
て
い
く
。

早
春
に
蕗ふ
き

の
薹と
う

を
発
見
す
る
と
、
真
っ
先
に

亡
き
母
の
手
料
理
を
思
う
。
ま
た
、
初
夏
の

吉
原
で
囀
さ
え
ずっ

て
い
る
オ
オ
ヨ
シ
キ
リ
の
姿
を

発
見
す
る
と
、
瞬
時
に
少
年
時
代
に
戻
っ
て

し
ま
う
。
秋
に
は
、時
々
胡
桃
拾
い
を
す
る
が
、

実
家
に
あ
っ
た
大
き
な
胡く
る
み桃
の
木
、
そ
の
下

で
石
と
古
釘
を
使
っ
て
器
用
に
食
べ
た
こ
と

を
思
い
出
す
。
冬
、
関
東
に
雪
が
降
る
と
、

上
京
の
年
の
大
雪
を
思
い
出
す
。

仕
事
が
忙
し
い
と
い
う
理
由
で
、
再
三
に

わ
た
っ
て
の
同
窓
会
の
誘
い
に
、
一
度
も
参
加

す
る
こ
と
す
ら
出
来
な
か
っ
た
無
礼
者
で
あ

る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
寛
大
な
る
級

友
か
ら
、
既
に
還
暦
祝
い
の
案
内
を
い
た
だ

い
た
。
今
度
こ
そ
、何
と
し
て
も
参
加
し
た
い
。

あ
と
二
年
余
り
で
迎
え
る
定
年
退
職
。
こ
こ

か
ら
、
新
た
な
第
三
の
人
生
が
は
じ
ま
る
。

　

【　

短 　

歌　

】

ト
ッ
プ
リ
と
日
暮
る
を
待
ち
家
族
等
と

蛍
狩
り
ゆ
く
幼
日
懐
し

 

米
沢
町　
　

荒
川　
　

蓮

一
人
居
の
ひ
と
日
淋
し
き
朝
ま
だ
き

声
を
し
ぼ
り
て
時
鳥
の
な
く

 

浅
見
内　
　

松
橋　

テ
ル

夏
盛
り
満
開
に
垂
る
る
花
の
あ
り

朱
を
散
り
敷
く
ノ
ー
ゼ
ン
カ
ズ
ラ

 

小
川
口　
　

畑
澤　

英
子

待
つ
こ
と
に
慣
れ
て
森
山
眺
め
居
り

雨
も
上
り
て
霧
立
ち
登
る

 

新　

町　
　

藤
田　

則
子

　

【　

俳 　

句　

】

汗
を
拭
き
涙
を
拭
き
て
介
護
か
な

 

樋　

口　
　

猿
田
ひ
ろ
子

桂
林
の
山
滴
り
て
時
空
超
え

 

岡　

本　
　

伊
藤　

志
代

新
涼
や
使
い
心
地
の
筆
を
持
つ

 

今　

町　
　

伊
藤　

み
ゑ

真
っ
先
に
老
い
を
忘
れ
て
夏
わ
ら
び

 

高　

崎　
　

舘
岡　

克
巳

　

【　

川　
 

柳　

】

逆
境
を
バ
ネ
に
飛
び
立
つ
翼
た
ち

 

新　

町　
　

大
原
美
ど
り

経
験
の
知
恵
が
も
の
言
う
分
か
れ
道

 

畑　

町　
　

三
浦　

春
水

ポ
ケ
ッ
ト
の
底
で
夢
の
木
太
ら
せ
る

 
東
磯
ノ
目　
　

栁
原　
　

紅

一
周
の
遅
れ
も
古
稀
は
苦
に
な
ら
ぬ

 
中
川
原　
　

猿
田　

寒
坊

ご
じ
ょ
う
め
の

　

文　

芸

五城目中央治療院
はり・マッサージ

☎018（852）2737
（五城目バスターミナル内）

定休日／水曜日、正月・盆各３日間

　

望
　
　

郷

さ
い
た
ま
市
在
住　

佐　

藤　

久　

博

（
五
一
中
十
九
期
卒
・
大
川
出
身
）
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可燃ごみの成分内訳（８月１日採取）

水　分 灰　分 可燃分

66.1％ 5.7％ 28.2％

可燃ごみ量の比較（４～７月分）

平成19年度 平成20年度 比　較

902.99㌧ 835.46㌧ －67.53㌧

現場を見ながらガイドのしかた
を学ぼう
観光ガイド育成事業を開催！

（朝市コース）▲

日　　時　９月27日㈯
　午前９時30分～▲

集合場所　五城館▲

講　　師　 池田紀代志さん
　　　　　　（ 秋田市ふるさと案内人

代表）▲

コ ー ス　 五城館➡福禄寿➡朝市➡
高性寺➡荒要商店

※ 徒歩での講習ですので、歩きやすい
服装でご参加ください。
※ 受講料は無料です。開催日の前日ま
で、電話またはＦＡＸで上記連絡先
へお申し込みください。

社会福祉協議会へ寄せられた善意

▲

香典返しに代えて
  ・８月15日　３万円　□□□□さん
　新畑町　（亡き母　□□□□さん）
・８月18日　３万円　□□□□さん
　築地町　（亡き母　□□□さん）▲

寄付金
  ・７月29日　6,300円　田町町内会
　会長　□□□□さん
　（夏祭りチャリティーの収益金）
・８月15日　48,800円　千代田区
　区長　石川雅己さん
　（きゃどっこまつりの売上金）

問い合わせ先
町社会福祉協議会（☎852・5192）

ルールを守って交通事故に十分気をつけましょう。

❖秋の交通安全運動の重点目標
●高齢者の交通事故防止
●全座席のシートベルト・チャイルドシートの正しい着用の徹底
●夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故防止
●飲酒運転の根絶
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❖
９
月
８
日
㈪　

午
前
10
時
か
ら

　

本
会
議　

 

町
長
行
政
報
告

　
　
　
　
　

決
算
特
別
委
員
会
の
設
置

❖
９
月
９
日
㈫　

午
前
10
時
か
ら

　

本
会
議　

  

一
般
質
問
、 

議
案
上
程

❖
９
月
10
日
㈬　

午
前
10
時
か
ら

　

本
会
議　

 

議
案
上
程

　

各
常
任
委
員
会

❖
９
月
11
日
㈭
、
12
日
㈮
、
16
日
㈫
、
17
日
㈬

　

決
算
特
別
委
員
会

❖
９
月
18
日
㈭

　

各
常
任
委
員
会

❖
９
月
19
日
㈮　

午
前
10
時
か
ら

　

本
会
議　

 

決
算
特
別
委
員
長
・
各
常
任
委
員
長
報

告

※ 

問
い
合
わ
せ
は
、
町
議
会
事
務
局
（
☎
８
５
２
・

５
４
１
１
）
ま
で

町
議
会
９
月
定
例
会
の
日
程（
予
定
）

町
議
会
を

傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

９月21日㈰～９月30日㈫は

「秋の全国交通安全運動」
　　　９月30日㈫は、「交通死亡事故０

ゼロ

を目指す日」です。

平成20年飲酒運転等追放競争　21位（全県25市町村・平成20年7月末現在）

❶生ごみは、三角コーナーや　　　　　
水切りバケツでよく絞りましょう。

❷お茶がらやコーヒーの豆かすは、
乾燥させてから出しましょう。

可燃ごみの約半分は水分です
生ごみなどの水切りにご協力ください！

問い合わせ先
町地域雇用創造協議会　役場産業課内
（☎852・5222、FAX852・5369）



お問い合わせは、湖東老健（☎855・1570）まで

▼  日　時　９月20日㈯　午後２時～

▼場　所　湖東老健敷地内

▼内　容　 上小阿仁太鼓・ヤートセ・なまはげ太鼓・竿燈
など

フリーマーケット参加者募集中！

9月20日㈯「湖東老健秋祭り」を開催！

公営住宅の入居者を募集中

▲

申し込み資格
・月額所得20万円以下の方
・ 同居家族がいて住宅に困きゅうされ
ている方

（矢場崎住宅）▲

住　宅　16号（木造平屋建・築20年）▲

場　所　川崎字宮花10－60▲

家賃月額　15,200円～25,300円
（所得によって異なります）▲

敷　金　家賃の３か月分▲

入居予定日　10月１日㈬
※ 募集は９月12日㈮まで。申込用紙は
役場２階の建設課に準備しています。

屋内温水プールのお知らせ

　９月７日㈰は、都合により休館させ
ていただきます。９月13日㈯と14日
㈰は、全県中学校新人水泳競技大会の
ため、一般利用はできません。

多重債務者無料合同相談会を
開催

　弁護士、司法書士が無料で面談対応
します。多額の借金でお困りの方な
ど、一日も早い問題解決のためにぜひ
ご相談ください。▲
開催日　９月11日㈭、12日㈮▲

時　間　午前10時～午後４時▲

場　所　県生活センター
（秋田市中通アトリオン内）

※ 事前に電話で予約してください。ま
た、当日は契約書など、借入関係が
分かる書類をお持ちください。

秋田バスまつりを開催

▲

日　時　９月13日㈯
　午前10時～午後３時▲

場　所　秋田駅前アゴラ広場▲

内　容　 バス展示、交通バリアフ
リー教室、ミステリーバ
ス、抽選会など

パソコン教室受講生を募集

初めてのホームページ作成▲

会　場　中央公民館▲

期　日　９月16日㈫、17日㈬
　　　　　　　24日㈬、25日㈭▲

時　間　午後７時～午後９時▲
定　員　10人

※ ９月５日㈮よりお申し込みを受け付
け、定員になり次第締め切ります。

情報ビジネス講習を開催

　就職をお考えのおおむね35歳未満
の若年者を対象に、企業実習を含めた
４か月間の講習を開催します。▲

期　間　平成20年10月15日㈬～
平成21年２月17日㈫▲

時　間　午前９時～午後４時▲

場　所　秋田市内▲

定　員　15人▲

受講料　 無料（テキスト代と損害保
険加入料で6,000円程度の
自己負担あり）

※ ９月19日㈮まで、ハローワーク秋田
（☎864・4111）へお申し込みく
ださい。

職場でのトラブルを
ご相談ください

　秋田労働局では、職場での身近な個
別労働問題について、無料で相談に応
じたり、労働局長による助言・指導や
紛争調整委員会によるあっせんを実施
して解決の促進を図っています。
　職場でのいじめや不当解雇などでお
悩みの際は、ひとりで悩まずにぜひご
相談ください。

戦没者等のご家族へ
特別給付金が継続支給されます

　第21回特別給付金国庫債券「い号」
を受けられた戦没者等の父母、祖父母
の方に、額面100万円の特別給付金が
継続支給されます。
　なお、これまでに特別給付金の手続
きをされていない方も支給の対象とな
ります。▲

請求期限　平成23年４月18日まで
※ 請求手続きや詳細については、役場
町民福祉課（☎852・5112）へお
問い合わせください。

民有林間伐コンクールを開催

▲

応募資格　 町内に住所があり、次に
該当する森林を所有され
ている方▲

樹　　種　スギ▲

面　　積　0.3ヘクタール以上▲

林　　齢　①20年生から35年生の林
　　　　　　②36年生から50年生の林▲

申し込み　 9月16日㈫までに産業課へ
※表彰は産業文化祭で行います。

問い合わせ先
役場建設課（☎852・5252）

お問い合わせ
役場産業課（☎852・5233）

問い合わせ先
㈳秋田県バス協会（☎863・5349）
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問い合わせ先
屋内温水プール（☎852・4416）

問い合わせ先
県生活センター（☎835・0999）

問い合わせ先
生涯学習課（☎852・4411）

問い合わせ先
秋田技術専門校（☎895・7166）

問い合わせ先
秋田労働局（☎883・4254）

問い合わせ先
役場町民福祉課（☎852・5112）



可

燃

ご

み

収　　集　　町　　内

新里町・広ケ野・希望ケ丘・田町・上田町・今町
御蔵町・小池町・川原町・新町・一番町・古川町
紀久栄町・仲町・長町・築地町・米沢町・畑町・新畑町

馬場目地区・富津内地区・内川地区
大川地区全域

雀舘・昭辰町・舘町・中川原・岩城町・樋口
矢場崎・西磯ノ目・東磯ノ目・森山地区
馬川地区・ななくら（仮称）

収　集　日 曜日

2008年 10月ごみ収集日程表

平成20年度環境標語コンクール最優秀受賞作品（馬場目小　□□　□さん）

再利用　地球の環境　守るカギ

収　　集　　町　　内

馬場目地区・富津内地区・内川地区

新里町・広ヶ野・希望ヶ丘・森山地区
大川（１区～４区以外の地区）・馬川地区

今町・御蔵町・小池町・川原町・仲町・長町
米沢町・雀舘・昭辰町・大川（１区～４区）

築地町・畑町・新畑町・東磯ノ目
西磯ノ目・矢場崎・ななくら（仮称）

田町・上田町・新町・一番町・古川町
紀久栄町・舘町・中川原・樋口・岩城町

空きビン類

ガラス類他

空きカン類

金属類他

不

燃

ご

み

五城目地区･馬川地区

馬場目地区･内川地区･富津内地区･大川地区･森山地区

資

源

ご

み

古紙類 新聞･雑誌類
･段ボール･紙パック

ペ ッ ト ボ ト ル資
源
ご
み

◆ 
収
集
日
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼ 
十
月
十
三
日
㈪
体
育
の
日
は
、可
燃
ご
み
の

収
集
を
休
み
ま
す
。

◆ 

次
の
こ
と
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

ご
み
袋
は
、必
ず
名
前
を
書
い
て
、午
前
八

時
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆ 

正
し
い
ご
み
の
分
別
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼ 

新
し
い
ご
み
処
理
施
設
で
は
、ご
み
の
分
別

状
態
に
問
題
が
あ
り
次
の
よ
う
な
事
例
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

・ 

可
燃
ご
み
に
ス
プ
レ
ー
缶
や
ガ
ス
ボ
ン
ベ

が
混
ざ
っ
て
い
て
、焼
却
炉
内
で
爆
発
が
お

き
壁
が
損
傷
。

・ 

可
燃
ご
み
に
鉄
パ
イ
プ
や
ワ
イ
ヤ
ー
な
ど

が
混
ざ
っ
て
い
て
、灰
出
し
設
備
が
損
傷
。

　

分
別
方
法
を
確
認
し
、
正
し
い
分
別
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

※ 

収
集
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、町
民
福

祉
課（
☎
８
５
２
・
５
１
１
２
）ま
で

月
・
木

火
・
金

水
・
土

1日・15日（水）（全町）

12日・16日・19日
16日・20日・23日
27日・30日

13日・17日・10日
14日・17日・21日
24日・28日・31日

11日・14日・18日
11日・15日・18日
22日・25日・29日

11日（土）

25日（土）

13日（月）

14日（火）

8日（水）

9日（木）

10日（金）

27日（月）

28日（火）

22日（水）

23日（木）

24日（金）
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町指定のごみ袋に入らない大きなごみを収集します。
（ごみ袋に入る場合は、可燃・不燃ごみの日に出してください）
町内会の指定収集場所に午前８時までお持ちください。

注　　意
1． これより寸法の大きいものは収集しません。

可燃ごみの場合 幅1.2ｍ、長さ2.0ｍ、高さ1.0ｍ以内
不燃ごみの場合 幅1.2ｍ、長さ1.2ｍ、高さ2.0ｍ以内

2． 処理手数料として、粗大ごみと書かれた緑色
の票せんを一品につき一枚つけてください。
 －例外として－
 ①セットとして出しても良いもの
 　 スキー板とストック（スキー靴は可燃ごみ）、ゴルフ
セット

 ② 同一品目で10㎏以内にまとめても良いもの
 　 雨どい、煙突、ござ、トタン、波トタン、座布団

3．  票せんが付いていないもの、名前の書かれて
いないもの、しっかりとこん包できていない
ものは収集しません。

4． 粗大ごみの中に他のごみを入れないでください。

10月は粗大ごみを収集します

対　　象　　地　　区　（町内名） 収　集　日
馬場目地区 10月 2日㈭
富津内地区・内川地区 10月 3日㈮
馬川地区・森山地区 10月 6日㈪
大川地区 10月 7日㈫
仲町・長町・米沢町・雀舘・昭辰町・舘町・中川原・樋口・岩城町 10月16日㈭
新里町・広ケ野・希望ケ丘・東磯ノ目・西磯ノ目・矢場崎・ななくら（仮称） 10月17日㈮
築地町・畑町・新畑町・田町・上田町 10月20日㈪
今町・御蔵町・小池町・川原町・新町・一番町・古川町・紀久栄町 10月21日㈫



日 月 火 水 木 金 土

※ このページに載せる楽しい写真を
お待ちしています。「広報ごじょ
うめ」担当まで
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○敬老の日
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○秋分の日

○ 敬老福祉の集い
（広域五城目体
育館・10：00～）
○ 金婚を祝う集い
（町民センター・
12：15～）

○ 全県消防操法大
会（県消防学校・
10：00～）
○ 馬場目・内川・大
川小合同修学旅
行（仙台・松島方
面、5日まで）

○ 五一中文化祭
（8：50～）
○ 千代田区総合防
災訓練（千代田
区神田公園）

○ 全町体育祭（五
小グラウンド・

8：30～）

○ 高齢者体力づく
り教室（広域五
城目体育館・

9：30～）

○ 全県中学校新人
水泳競技大会
（屋内温水プー
ル・12：30～・
14日まで）

○ 五城目幼稚園運
動会（9：30～）

○ 秋の全国交通安
全運動（30日ま
で）

○ 五一中吹奏楽部
定期演奏会（県
民会館）

○ 町内対抗グラウ
ンドゴルフ大会
（雀館運動公園
芝生広場・

8：30～）
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『わらしだ』とは五城目弁で、『子どもたち』の意味です

勝

印刷には環境にやさしい大豆油型インキ
を使用しています。

※ 「おくやみ・おたんじょうびコーナー」への掲載を希望
しない方は、届け出の際にお知らせください。

町の人口と世帯（平成20年７月末現在）
   前月比 昨年比
人　口 11,479 （－26） （－208）
（男） 5,407 （－15） （－102）
（女） 6,072 （－11） （－106）
世　帯 4,118 （－03） （－003）

□　□　□□□さん 90歳 7月 1日 築　地　町
□□□　□□□さん 78歳 7月 3日 湯ノ又１区
□　□　□□□さん 77歳 7月 4日 大川２区
□　□　□□□さん 68歳 7月 6日 長　　町
□　□　□　□さん 74歳 7月 7日 西磯ノ目
□□□　□□□さん 91歳 7月10日 広　青　苑
□　□　□　□さん 61歳 7月13日 新　畑　町
□　□　□□□さん 81歳 7月18日 北　々　口
□　□　□　□さん 93歳 7月20日 下　樋　口
□　□　　　□さん 70歳 7月22日 中　川　原
□　□　□　□さん 92歳 7月23日 北　々　口
□　□　□□□さん 83歳 7月24日 浅見内６区
□　□　□　□さん 69歳 7月27日 西磯ノ目
□　□　　　□さん 66歳 7月28日 新　　町
□　□　□　□さん 82歳 7月29日 西　　野
□　□　□　□さん 85歳 7月31日 高　　千

▼
今
月
号
の
二
・
三
㌻
で
も
紹

介
し
て
い
ま
す
が
、「
な
つ
か
し

の
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。
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載
開
始
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ら
十
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年
。

作
者
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大
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美
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感
謝
の
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持
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で
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れ
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念

色
紙
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で
は
、
準
備
の
時

か
ら
約
百
二
十
点
の
展
示
物
に

夢
中
に
な
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自
分
が
ま
だ
生
ま
れ
て
い
な
い

昭
和
三
十
年
代
の
こ
と
で
も
、

自
分
の
子
ど
も
時
代
ま
で
続
い

て
い
た
テ
ー
マ
も
幾
つ
か
あ
り
、

と
て
も
懐
か
し
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気
持
ち
に
な
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ま
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。
ち
な
み
に
、
私
の

第
一
位
は
「
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雪
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集
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登
校
で
当
時
の
馬
川
公
民
館
ま

で
通
っ
た
小
学
校
時
代
を
思
い

出
し
ま
し
た
。

おくやみ申し上げます

□　□　□　□ちゃん 7月10日 □□・□□□ 大川２区

□　□　□　□ちゃん 7月14日 □　□・□　□ 新　里　町

□　□　□　□ちゃん 7月17日 □□・□□□ 大川４区

おたんじょうおめでとうございます
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がんばれ五一中吹奏楽部　東北大会出場へ
８月９日に行われた「全日
本吹奏楽コンクール秋田県大
会」中学校小編成の部におい
て、五一中吹奏楽部が見事金
賞に輝き、９月14日㈰に秋
田市で開催される東北大会へ
の切符を手にしました。
きゃどっこまつりでも素晴
らしい演奏を披露してくれた
五一中吹奏楽部の皆さん。東
北大会でもがんばってくださ
い。


